
健康と医療についてゲストに語っていただくコーナーです

―COPDとはどのような病気ですか。
　COPDは、日本語で「慢性閉塞性

肺疾患」と訳されます。

　タバコの煙を主とする有害物質を

長期に吸入することによって生じる

肺疾患のことです。徐々に呼吸機能

が低下していき、病状が悪化すると

身体を動かした時に息切れを起こす

など、日常生活に支障を来します。肺

炎や心不全などの合併症を引き起こ

治るまでに時間がかかる方などは、

COPDの発症が疑われます。

―診断と治療について教えてくだ
さい。
　呼吸器内科では、胸部レントゲン写

真・CT写真などを用いてCOPDを正

確に診断することができます。また、気

道の通りやすさなどを客観的に調べ

る呼吸機能検査では、自分の呼吸の

機能が同性・同年代と比べて優れて

いるのか劣っているのかを「肺年齢」

という指標で示すことができます。

　COPDの治療の目標はせき、たん、

息切れなどの症状やそれらによって損

なわれた生活の質を改善と、徐 に々低

下する運動能力の維持、向上です。そ

のほか、COPDを増悪させる因子の予

防（禁煙、ワクチン接種、手洗い、口腔

ケアなどを行うこと）が重要になります。

　治療薬は、狭くなった気管支を拡

げて呼吸を楽にする「気管支拡張薬」

が用いられます。気管支や肺に直接

薬が届くよう吸入薬を主に使います。 

近年、新薬が続 と々登場し治療は数

年前のものとは大きく様変わりしてい

ます。薬物療法と運動療法（筋肉ト

レーニングやストレッチなど）、栄養療

法などを組み合わせることで、病気の

進行抑制や生命予後の改善が期待

できます。また、糖尿病や高血圧、脂

質異常症、心血管系疾患、骨粗しょう

症などを併発しているケースも多いの

で、これらに対する治療も重要です。

　COPDは軽症例から重症例までは

薬物治療が可能ですが、超重症例に

なると薬中心の治療では改善が難し

く、人工呼吸器を使用した治療など

を要することもあります。そのため、

少しでも早い段階で医療機関を受診

し、適切な治療を開始することが何

よりも重要です。

すことも多く、重症化すると命にかか

わるケースもある怖い病気です。

　COPDの症状は多彩です。40歳以

上で喫煙歴のある方（ご家族がたば

こを吸っている場合も可能性があり

ます）、せきやたんが出たり、ゼー

ゼーしたりすることがある方、階段や

坂道をのぼる時や湯船に浸かった

時、雪かきの作業時などに息切れを

起こす方、かぜ症状を繰り返したり、
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喘息（ぜんそく）、肺
炎、サルコイドーシ
ス、肺気腫、花粉症
などのアレルギー
性疾患などの呼吸
器疾患を専門とするクリニック。風邪、せき、たん、他の
内科、特定疾患にも対応しています。ヘリカルCTや気
管支鏡検査など、呼吸器専門の設備があります。

▼

受付

▼

X線室

月・火・木・金曜
9：00～12：30  14：00～18：00
水・土曜   9：00～12：30

※新規の患者さんの受付は午前は11時30分まで、午後は17時まで。
※土曜完全予約制（ただし、原則として予約優先とはなりますが、
　直接ご来院頂いた場合も診療受付致します。）
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